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巻頭言

令和３年度の鹿児島県精神保健福祉センター所報が完成しましたので，ここにご報

告いたします。 

 令和３年度は我が国では新型コロナウイルス感染症の第４波，第５波，第６波の３

回の波がありました。その間にまん延防止等措置や緊急事態宣言があり，大規模ワク

チン接種が行われました。また，第５波のときに無観客で東京オリンピックが開催さ

れました。新型コロナウイルスがデルタ株からオミクロン株に変異すると感染力は強

まり，国内新規感染者のピークは第４波で 7千人を超え，第５波で 2万 5 千人を超

え，第６波で 10 万 3 千人を超えました。感染予防対策としてイベントや飲食店での

会食の自粛や会議や研修会，授業はオンライン，テレワークなど直接的な人との接触

を減らす生活様式に変化することが求められる一方で自粛による経済活動の停滞，生

活困窮者の増加，人とのつながりの希薄化，社会的孤立などの問題も生じました。 

当センターの業務では，普及啓発において YouTube 配信をしたり，技術援助・教育

研修において自殺対策や依存症対策，思春期精神保健福祉などの研修会をオンライン

開催としたりするなど，感染予防対策に配慮しながら中止することなく実施しまし

た。思春期相談や依存症相談へのニーズは高く，多くの相談がありました。調査研究

では国立精神神経医療研究センター作成の「薬物依存症をもつ家族を対象とした心理

教育プログラム」の効果について，アンケート調査に協力しています。関係団体の育

成として家族会や患者会等の支援を行っていますが，コロナ禍のためにひきこもり家

族の会や依存症家族教室などが中止となることもありました。精神医療審査会では離

島における退院等請求ではオンラインによる意見聴取を実施し，感染予防対策と入院

患者の権利擁護を両立できるように努めました。自立支援医療費及び精神障害者保健

福祉手帳の申請は年々増加しておりますが，交付は遅滞なく進めています。高次脳機

能障害者支援センター及び自殺予防情報センターでは相談件数の増加に対応しながら

研修会や家族会の支援も行っています。また，昨年度から継続して新型コロナ感染者

の宿泊施設入所者への心のケア活動を行いました。 

令和３年度も新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた１年となりました。

今後も当センターの業務に関しまして関係各位の皆様の益々のご指導，ご支援を賜り

ますようお願い申し上げます。 

                 令和４年１０月 

                    鹿児島県精神保健福祉センター 

                    所長   春日井 基文 
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Ⅰ 概要



１．沿革

  ・昭和 42 年４月 「精神衛生センター」として発足 

  ・昭和 63 年７月 精神保健法の施行に伴い，「精神保健センター」に改称 

  ・平成 ７年７月 精神保健法の改正に伴い，「精神保健福祉センター」に改称

  ・平成 14 年４月 精神保健福祉法の改正に伴い，精神医療審査会事務及び，通院

医療費公費負担・精神障害者保健福祉手帳判定業務を開始 

  ・平成 20 年９月 「高次脳機能障害者支援センター」設置

  ・平成 21 年９月 「自殺予防情報センター」設置 

  ・平成 23 年３月 現在地（ハートピアかごしま２階）に移転

  ・平成 29 年９月 「依存症に関する相談の拠点」設置 

２．組織，職員及び施設概要 （Ｒ３.４.１現在） 

（１）組織状況

   医事課

所長（医師）  副所長 

  相談支援課

（２）職種別職員数

職種 精神科医師 事務 保健師 心理 計 会計年度

任用職員 

人数 １ ４ ４ １ １０ ４ 

   ＊会計年度任用職員：高次脳機能障害者支援員１人，自殺対策調整員１人，補助事務員２人 

   ＊非常勤職員   ：精神医療審査会委員２９人 

             自立支援医療費（精神通院）及び精神障害者保健福祉手帳判定会委員４人

※兼務職員    ：ハートピアかごしま総務課職員２人

（３）施設概要 

①所在地：鹿児島市小野一丁目１番１号（ハートピアかごしま ２階）

②平面図
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Ⅱ 事業実績



１．普及啓発

   一般住民に対して精神保健福祉や精神障害に関する知識について普及啓発を行

うとともに，保健所及び市町村が行う普及啓発活動に対して協力及び援助を行って

いる。

（１）普及啓発（令和３年度） 

内   容 実施数(回) 参加人数(人)

依存症家族教室   １４ ５８

依存症回復支援研修会  １   ２１２

心の健康を考えるつどい         

（鹿児島県精神保健福祉協議会主催/YouTube配信）

   １ 
【視聴回数】 

１４００回 

計 １６ ２７０

 （２）リーフレットの作成・配布 

内 容 配 布 先 

１ 高次脳機能障害者連携支援ノート（わ

たしのノート）作成 

協力病院、家族会のほか，来所相談時や研修会

の際に配布 

２ 「お酒・薬物・ギャンブルなどのこと

で悩んでいませんか？」リーフレット

作成 

県内保健所のほか，関係機関に配布 
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２．技術援助・教育研修

   地域精神保健福祉活動を推進するため，保健所，市町村及び関係機関に対し，技

術援助や研修を行っている。 

（１）技術援助（令和３年度）                    （単位：件） 

項 目 

老

人

精

神

保

健

社 

会 

復 

帰 

ア 

ル 

コ 

｜ 

ル 

薬

物

ギ

ャ

ン

ブ

ル 

思

春

期

心 

の 

健 

康 

づ 

く 

り 

ひ

き

こ

も

り

自 

殺 

関 

連 

犯

罪

被

害

災

害

高

次

脳

機

能

障

害 

そ

の 

他 

計

電

話 

実施

 件数

対象

機関 

・施設

０ ２７ ９ ５ ８ ４ １４ １ ３ １ ０ １４ ８０ １６６ ８８

保健所 ０ ０ １ ０ ０ １ ２ ０ １ ０ ０ １ ７ １３ １７

市町村 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １８

医療施設 ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １４ １６ １２

その他 ０ ２７ ９ ７ １１ ４ １３ ２ ４ １ ０ １６ ６１ １５５ ４１

合 計 ０ ２７ １２ ７ １１ ５ １５ ２ ６ １ ０ １７ ８２ １８５ ８８

（注）実施件数は，技術援助を行った会議や研修会等の回数であり，一回の会議や研

修会等で複数の対象機関や施設に技術援助を行うことがあるため，対象機関や施

設の合計と実施件数は必ずしも一致しない。
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（２） 職員の派遣及び関連会議等への出席状況（令和３年度） 

① 保健所等 

依 頼 機 関 内     容 従 事 者 

県地域振興局・支庁保健福祉

環境部（保健所） 

精神保健福祉業務連絡会 

(名瀬保健所) 

所長 

新型コロナウイルス感染症疫学調査 

（姶良保健所） 

保健師 

屋久島地区精神保健福祉相談 

（屋久島保健所） 

所長 

屋久島地区心の健康教室 

（屋久島保健所） 

所長 

アルコール関連学習会 

（徳之島保健所） 

心理士 

鹿児島市 自殺予防対策委員会 課長 

② 県部局等 

依 頼 機 関 内     容 従 事 者 

総務事務センター健康管理係 

職員健康審査会 所長 

試し出勤等に係る調整会議  所長 

試し出勤終了前等の産業医面接 所長 

職場復帰支援の調整会議 所長 

メンタル不調者支援に係る検討会 所長 

人事委員会 障害者雇用に関する検討会 所長 

高齢者生き生き推進課 高齢者虐待防止推進会議 所長 
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障害福祉課 

精神科病院実地指導・指導打ち合わせ会

議 

所長，保健師 

ギャンブル依存症対策推進計画策定委員

会 

所長，課長，心理

士 

アルコール健康障害対策推進協議会 所長，心理士 

てんかん治療医療機関連絡協議会 所長 

精神科病院実地審査・実地指導 所長 

措置入院 3か月，４か月診察 所長 

精神科医療救急システム連絡委員会 所長 

県障害者自立支援協議会 課長

ギャンブル対策推進計画庁内会議 課長，心理士 

障害者雇用支援連絡協議会 所長

障害者自立厚生等知事表彰審査委員会 所長 

障害者地域移行・地域定着担当者会議 課長 

保健医療福祉課 新型コロナウイルス感染症調整本部医療

体制の整備に係る会議（精神班） 

所長 

薬務課 薬物乱用対策推進地方本部会議 所長  

男女共同参画室 配偶者からの暴力対策会議 課長 

こども総合療育センター こども総合療育センター連絡協議会 所長 

県立短期大学 衛生委員会 所長 

教職員の健康に関する研修会 所長 

県立姶良病院 医療観察病棟倫理会議 所長 

姶良病院倫理委員会 所長 

鹿児島県警察本部 ピアサポーター研修会（幹部職員向け） 所長 

県警職場復帰支援面接 所長 

職場復帰支援の調整会議 所長 
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③教育庁等 

依 頼 機 関 内     容 従 事 者 

義務教育課 いじめ問題対策連絡協議会 所長 

教職員課 指導が不適切な教員に係る審査委員会 所長 

総合教育センター 子供に関する相談機関の合同相談会 

「心のふれあい相談」 

心理士 

教育庁 県教育支援委員会 所長 

④その他の関係機関 

依 頼 機 関 内     容 従 事 者 

県地域生活定着支援センター 県地域生活定着支援センター関係機関連絡会議  課長 

かごしま子ども・若者総合相談

センター 

実務者連絡会議 心理士

連絡協議会 課長

鹿児島障害者職業センター 発達障害者雇用支援連絡協議会 所長 

発達障害者等就労支援連絡協議会 所長 

障害者雇用支援連絡協議会 所長 

職員研修 所長 

鹿児島保護観察所 医療観察制度運営連絡協議会 課長（所長代理）

依存症問題を抱える者の家族を対象とし

た家族会 

心理士 

障害者就労・生活支援センター おおすみ障害者就労・生活支援センター連絡会議 支援員 

南薩障害者就労・生活支援センター連絡会議 支援員 

県社会福祉協議会 新任生活保護担当職員研修 所長 

生活困窮者自立支援事業担当職員研修会 心理士 

いのちの電話協会 鹿児島いのちの電話公開講座 所長 
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国立障害者リハビリテーショ

ンセンター 

高次脳機能障害全国連絡協議会 保健師，支援員 

県精神保健福祉連合会 

（ＮＰＯ法人かせいれん）

かせいれん総代会  所長，課長 

アディクション問題研究会 アディクション問題研究会 所長，課長，心理士 

県多重債務対策協議会 借金・債務に関する無料相談（心の相談） 課長 

九州財務局鹿児島財務事務所 借金と心の無料相談会 心理士 

鹿児島労働局 就職氷河期世代活躍支援かごしまプラッ

トフォーム会議 

所長 

地域包括支援センター（伊敷

台） 

高次脳機能障害者の検討会 支援員 
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（３） 教育研修（令和３年度） 

① 精神保健福祉業務従事者研修会 

実 施 日 

（会 場） 

内     容 参加機関 

（人数） 

令和３年 

５月 25 日 

(火) 

（中止） 

開催中止（新型コロナウイルス感染症感染拡大のた

め） 

１ 講話「精神障害の理解と措置業務の基礎知識」 

   講師：竹之内 薫 所長 

（精神保健福祉センター）

＊資料を各関係機関に配布。 

保健所，市

町村 

② 高次脳機能障害者支援に関する研修会 

実 施 日 

（会 場） 
内     容 

参加機関 

（人数） 

令和３年 

９月３日 

（中止） 

【高次脳機能障害支援圏域研修会：北薩圏域】 

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため，中止と

した。 

医療機関，相談

支援事業所，障

害福祉事業所，

介護保険事業

所，行政等 

令和３年 

１２月１日 

（水） 

（ハートピアか

ごしま）

【高次脳機能障害理解のための講演会】 

１ 講話「高次脳機能障害の理解と対応」

  講師：米田 孝一 氏                   

(鹿児島大学法文学部人文学科教授 

・鹿児島大学病院心身医療科医師） 

２ 家族による体験発表 

「高次脳機能障害の夫とともに 日常～非日常～ 

 そして少し変化した日常へ」 

    野角 伸子 氏 

医療機関，保健

所，市町村，就

労支援機関，相

談支援事業所，

介護保険事業所

計 ４６名 
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令和４年 

２月７日 

（中止） 

【高次脳機能障害者支援のための専門家研修】 

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため，中止と

した。

医療機関，相談

支援事業所，障

害福祉事業所，

介護保険事業

所，行政等 

③ 自殺対策に関する研修会（自殺予防情報センター事業含む） 

実 施 日

（会 場）
内     容

参加機関 

（人数）

令和３年 

７月３０日 

（金） 

（かごしま県民

交流センター及

びオンライン開

催）

【思春期精神保健福祉従事者・自殺対策関係者研修会

（若年層支援）】 

１ 講演 「精神疾患を抱えた親のいる家庭での子ども

の育ち」

  講師：長沼 葉月 氏 

（東京都立大学人文社会学部准教授） 

２ 取組紹介

一般社団法人パーソナルサービス支援機構

  代表：大倉 一真 氏 

保健所，市町

村，教育機関,
相談機関 等 

計 ２８０名 

うちWeb参加 68名

令和３年 

１２月２４日 

（金） 

（ハートピアか

ごしま）

【自殺未遂者支援研修会】

１ 講演「自殺未遂者やその家族への支援について」

～地域での体制を考える～

講師：髙橋 聡美 氏

（中央大学人文科学研究所 客員研究員）

保健所，市町

村，医療機関等

計 147 名

うちWeb参加 127

名
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④ 依存症対策に関する研修会 

実 施 日

（会 場）
内     容

参加機関 

（人数）

令和４年 

１月１９日 

（水） 

（オンライン開催）

【依存症回復支援研修会】

  ＊依存症治療拠点機関である指宿竹元病院及び森

口病院，産業保健総合支援センターと共催

講演 「人を信じられない病～信頼障害としてのア

ディクション～」

 講師：小林 桜児 氏 

（神奈川県立精神医療センター依存症診療科

・依存症研究室）

保健所，市町

村，医療機関，

相談機関等 

計 ２１２名

⑤ 思春期精神保健福祉に関する研修会（再掲） 

日時等 内     容 参加予定

機関 

令和３年 

７月３０日 

（金） 

（かごしま県民

交流センター及

びオンライン開

催） 

【思春期精神保健福祉従事者・自殺対策関係者研修会

（若年層支援）】 

１ 講演 「精神疾患を抱えた親のいる家庭での子ど

もの育ち」

  講師：長沼 葉月 氏 

（東京都立大学人文社会学部准教授） 

２ 取組紹介

一般社団法人パーソナルサービス支援機構

  代表：大倉 一真 氏 

保健所，市町

村，教育機関,
相談機関 等 

計 ２８０名 

うちWeb参加 68名
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（４） 学生等に対する教育・実習（令和３年度） 

対   象 内   容 回数(回)
対象者

数(人)

鹿児島大学 医学部 学外臨床実習（医学科）等 ６  ７８ 

臨床神経精神医学講義（保健

学科：作業療法士専攻） 

１ ２０ 

鹿児島国際大学・鹿児島大学，

鹿児島純心大学，志學館大学 

精神保健福祉援助実習並びに

公認心理師実習 

１  ６１ 

計 ８ １５９
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３．精神保健福祉相談

心の健康相談や精神医療に係る相談，アルコール，薬物，思春期，認知症に関す

る相談など精神保健福祉全般の相談を実施している。来所相談は予約制で，新規相

談は毎週木曜日の午前中に開設。また，専門相談として毎月 1 回，思春期相談，依

存症相談，薬物相談を行っている。 

（１）来所相談・・・センター医師および専門医師が対応した面接相談 

①来所相談件数推移                       （単位：件） 

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

新規相談（実） １２９ １０５ ７５

継続相談（実） ３４ ３０ ２１

計 １６３ １３５ ９６

（相談延べ件数） （３６８） （３２８） （２２９）

   新規相談は本年度初回，継続相談は前年度からの継続 

②新規相談者の内訳（令和３年度） 

②－１ 年齢別相談者人数（新規）                 （単位：人） 

年齢 ～９ １０

代 

２０

代 

３０

代 

４０代 ５０代 ６０

代 

７０以

上 

不明 計 

男 ０ １５ ４ ６ １０ ３ ２ １ ０ ４１

女 ０ １４ ５ ３ ３ ６ １ ２ ０  ３４

計 ０ ２９ ９ ９ １３ ９ ３ ３ ０ ７５

②－２ 保健所別相談者数 

保健所 人 保健所 人 保健所 人

鹿児島市  ４２ 川薩 ３ 西之表   ０

指宿   １ 大口    ０ 屋久島   １

加世田   ４ 姶良   １１ 名瀬   １

伊集院   ５ 志布志    ０ 徳之島   ０

出水   ２ 鹿屋    ５ 不詳・県外   ０
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②－３ 相談の処置別人数 

③ 相談理由別人数（新規）                     （単位：人） 

相談理由 人数 相談理由 人数 

気分が不安定  １８ おかしな言動   ０ 

眠れない   ５ 飲酒に伴う問題   ４ 

食事がとれない   １ 薬物依存の問題   ０ 

不安・恐怖・こだわりが強い   ８ ギャンブルに伴う問題   ３ 

学校に行けない，学校に適応できな

い 

 １５ 家族・近隣との問題   ０ 

職場に行けない，職場に適応できな

い 

  ４ その他行動上の問題   ４ 

家から外に出ることができない   ２ 性格・対人関係の問題   １ 

もの忘れ   ０ その他  １０ 

計  ７５ 

④ 新規相談および延べ相談者の相談内容別件数           （単位：件）

老人

精神

社会

復帰

アルコール

関連問題
薬物

ギャン

ブル・

ゲーム

思春

期

心の健康 う つ

・ う

つ 状

態

そ の

他
合 

計

新規  １ ３    ４  ０ ４ ２８ ２３  ７   ５  ７５

延べ  ４ ３    ４  ０  ５ ２９  ５０ ３７  ９７ ２２９

処置 人数（人） 

継続     ９ 

他機関紹介    ２１ 

終結    ４５ 

計     ７５ 
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（２）保健師，心理士が対応した来所面接相談            （単位：件） 

老人

精神

社 会

復帰

アルコール

関連問題

薬物 ギ

ャ

ン

ブ

ル

思春

期

心の健康 うつ

・う

つ状

態

その他 合 

計

対 応

数

０ １ ７ １７ ４ ７ ２５ ３ １９ ８３

（３）電話相談 

   ①電話相談延べ件数推移                   （単位：件） 

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

延べ件数 ２，５１８ ３，３３７ ４，０２５ 

②相談内容（令和３年度）                 

相談内容 人数（人） 

 病気・治療・薬のこと １７９

うつ・うつ状態 ３２

精神科疾患に関すること 社会復帰・福祉制度等 ２７

 人間関係・日常生活 １７５４

 家族等の対応 ５７

 その他 ４６

認知症・介護に関するこ

と 

 ２０

 アルコール １１８

シンナー・薬物 ３３

アディクション関連問題 ギャンブル ９０

 ゲーム ２

過食・拒食等 ５

 その他 ４０
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 不登校・ひきこもり ５３

学校生活（いじめ・友人関係等）に

関すること 

３

 情緒不安定 ２５

思春期問題に関すること 身体的不調（頭痛・腹痛・倦怠感） ３

 性格・行動 ２８

 発育・発達に関すること １２

 非行・反社会的行動  ０

 その他 ２７

 言動が奇異 ４０

気分の落ち込み・うつ状態 ７４

 希死念慮 １６

 不安・恐怖・こだわり ２９

心の健康に関すること 家族関係の悩み・ストレス ２０５

 職場関係の悩み・ストレス ９４

 その他人間関係の悩み・ストレス ７６

 ひきこもり ２０

DVに関すること １

 病院・相談機関等の情報 ４２

 その他 １６７

その他  ７０７

計 ４０２５

（４）新型コロナウイルスに関する相談

① 専用電話での相談業務は，令和２年７月～令和３年３月まで実施。

以降は（３）電話相談で対応。
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② 宿泊施設における心のケア相談

新型コロナウイルス感染症の感染者増加により，軽症者の宿泊療養が開始に

なった 7 月から実施している。宿泊療養者全員に K6 日本語版（注）を記入し

てもらい，５点以上の入所者に内線電話により相談対応をしている。

                               （単位：件）

実件数 延べ件数 鹿児島市内に開設された宿泊療養所 4 か所に週

1 回ずつ訪問
５２５ ５２９

（注）K6 日本語版：国民生活基礎調査で用いられるうつ・不安障害のスクリーニング

４．思春期精神保健対策事業

精神保健福祉相談のなかでも「特定相談」に指定され，知識の普及や相談指導等

思春期における個別相談や研修会を実施している。

（１） 思春期相談（再掲）

年１５回（毎月１～２回）専門医による相談を実施するとともに，心理士・保

健師による来所相談，電話相談を行っている。

                       （単位：人）

令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度

来所相談  ３４ ３５  ３５

 電話相談 １４９ １４４ １５１

 ① 来所者年齢内訳                  （単位：人） 

小学生 中学生 高校生 中卒

高校中退

高卒

大学生

計

５ １０  １８ １ １ ３５

② 来所者主訴内訳                      （単位：人）

不登校

ひきこもり

情緒

不安定

身体的

不調

性格

行動

非行

反社会的行

動

その他 計

１９ １ ０ ５ ０ １０ ３５
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（２） 思春期精神保健に関する研修会（再掲）

日時等 内    容 参加予定機

関 

令和３年 

７月３０日 

（金） 

（かごしま県

民交流センタ

ー及びオンラ

イン開催） 

【思春期精神保健福祉従事者 

・自殺対策関係者研修会（若年層支援）】 

１ 講演 「精神疾患を抱えた親のいる家庭でのこども

の育ち」

  講師：長沼 葉月 氏 

（東京都立大学 人文社会学部 准教授） 

２ 取組紹介

一般社団法人パーソナルサービス支援機構

  代表：大倉 一真 氏 

保健所，市町

村，教育機関,
相談機関等 

計 ２８０名 

うちWeb参加 68

名 

５．依存症対策関連事業

平成 29 年９月に，精神保健福祉センターに依存症相談拠点を設置し，相談員に

よる依存症専門相談窓口を開設した。

平成 30 年４月からは，専門医による依存症専門相談窓口を開設するとともに，

依存症家族教室を開始している。

(1) 依存症相談(再掲) 

毎月１回専門医による相談を実施するとともに，心理士・保健師による来所

相談，および電話相談を実施している。

                   （ 単位：人）

専門医 相談員 電話相談 計

アルコール ２ ７ １１８ １２７

薬物   ０ １７  ３３ ５０

ギャンブル ２ ４ ９０  ９６

その他 １ ４ ４７  ５２

※ 薬物依存症については，令和元年７月から Voice Bridge Project に参加し継

続的な支援を行っている。
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(2) 研修会の開催 （再掲）

(3)依存症家族教室（平成 30 年度から開催）

令和２年度より，①アルコール・薬物依存症家族教室 ②ギャンブル等依存症家

族教室に分け，本人や家族の回復に必要な知識や関わり方を学び，家族同士の交流

を通じて支え合うことを目的に開催している。

①アルコール・薬物依存症家族教室

月１回×６回を１クールとし，前期・後期に分けて開催した

(内容及び参加人数)     （単位：人）

テーマ 
前期 後期 

開催月 参加人数 開催月 参加人数 

オリエンテーション・依存症とは ４月 ５ １０月 ５ 

上手なコミュニケーションで本人を治療につなげる ５月 ４ １１月 ５ 

長期的な回復を支え，再発・再使用に備える ６月 中止 １２月 ４ 

家族のセルフケア ７月 ３  １月 中止 

コミュニケーションスキルの練習 ８月 中止  ２月 中止 

振り返りと今後の目標 ９月 中止  ３月 １ 

合計（実人数） 
前期計 

７ 
後期計 

７ 

合計（延べ人数） １２ １５ 

  ※６，８，９，１，２月は新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止

日 時 内   容 参加者

（人）

令和４年 

１月１９日 

（水） 

（オンライン開催）

【依存症回復支援研修会】

＊依存症治療拠点機関である指宿竹元病院及び森口

病院，産業保健総合支援センターと共催

講演 「人を信じられない病～信頼障害としての

アディクション～」

 講師：小林 桜児 氏 

（神奈川県立精神医療センター依存症診療

科・依存症研究室）

保健所，市

町村，医療

機関，相談

機関等 

計 ２１２名
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  ②ギャンブル等依存症家族教室

月１回×６回を１クールとし，前期・後期に分けて開催した

(内容及び参加人数)     （単位：人）

          テーマ 開催月 参加家族人数 

オリエンテーション・ギャンブル等依存症とは ４月 ３ 

コミュニケーションスキルの学習 ５月 中止 

借金問題への対応について ６月 ４ 

長期的な回復を支える ７月 ５ 

家族のセルフケア ８月 中止 

振り返りと今後の目標 ９月 中止 

前期 合計（実人数） ５ 

前期 合計（延べ人数） １２ 

オリエンテーション・ギャンブル等依存症とは １０月  ５ 

借金問題への対応について １１月  ４ 

コミュニケーションスキルの学習 １２月  ５ 

長期的な回復を支える １月 中止 

家族のセルフケア ２月 中止 

振り返りと今後の目標 ３月  ５ 

前期 合計（実人数）  ７ 

前期 合計（延べ人数） １９ 

※５，８，９，１，２月は新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止
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６． 調査研究

地域精神保健福祉活動を推進するために以下の調査研究を行った。

○ 依存症対策総合支援事業における精神保健福祉センターの取り組み報告お

よび今後の課題について(資料を参照)

また，依存症家族教室で使用している国立精神神経医療研究センター作成の

「薬物依存症をもつ家族を対象とした心理教育プログラム」の効果について，ア

ンケート調査に協力した。 

７．関係団体の育成

地域精神保健福祉の向上を図るため，家族会，患者会等の支援を行っている。

（令和３年度）    (単位：回)

対象 内容 回数 

鹿児島県精神保健福祉会連合会 理事会  １ 

鹿児島県断酒友の会 ミーティング  ３ 

アルコール依存症家族の会 ミーティング   ０ 

ひきこもり家族の会 ミーティング  ８ 

セルフヘルプネットかごしま 例会  ５ 

こころ・つむぎの会 例会  ４ 

高次脳機能障害「ぷらむ」鹿児島 家族交流会   １ 

計 ２２ 

（１） 鹿児島県精神保健福祉会連合会（略称 ＮＰＯ法人かせいれん） 

昭和 59 年 9 月に鹿児島県精神障害者家族会連合会として発足し，平成 21 年

6 月に解散して鹿児島県精神保健福祉会連合会として活動を一本化。現在，９

の地域家族会と 1つの病院家族会，6施設で活動している。例年は，友愛フェ

スティバル等を行っているが，令和３年度は中止となった。 

（２）かごしまデイケア連絡協議会

平成 24 年 5 月に精神科デイケアを実施している医療機関の職員が,デイケアに

ついて研究・協議し，知識・技術を習得することを目的に設立。センター職員は，
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顧問，アドバイザーとして参加しているが，令和３年度はコロナ禍で開催できな

かった。

（３）鹿児島県断酒友の会

昭和46年に発足し，毎月1回例会を行い，お互いの断酒を支え合うとともに，

家族ぐるみの交流も行っている。令和３年度は新型コロナウイルス感染防止の

ため中止した月もあった。 

（４）アルコール依存症家族の会 

平成 7 年度から開催していた「アルコール依存症家族教室」の参加者を中心

に結成。平成 13 年度から家族ミーティングを主体とした家族の会となり，毎月

１回実施している。令和３年度は新型コロナウイルス感染防止のためとメンバ

ーの高齢化に伴い休会したい旨の申し出があった。電話相談には応じるとして

いる。 

（５）セルフヘルプネットかごしま 

平成 12 年度に地域活動支援センター「ソーバーハウス」と共催で「セルフヘ

ルプフｫーラム」を開催。平成 15 年度からは当事者の代表者と支援者で構成さ

れる「セルフヘルプネットかごしま」として活動を開始した。年 1回のフォーラ

ムと毎月 1回定例会を行っている。現在当事者団体は４，支援者団体は７。 

（６） ひきこもり家族の会 

平成 15 年度から 3 か年計画で「ひきこもり家族教室」を開催し，平成 19 年

度からは「ひきこもり家族の会」として開催していたが，平成 29 年 4 月からは

自助グループとして毎月 1回活動を継続している。 

（７） こころつむぎの会 

平成 20年 9 月に開催した「自殺対策シンポジウムＩＮ鹿児島」で自死遺族か

ら分かち合いの会を望む声があがり，同年 12 月に「分かち合いの会」準備会を

開催し家族，助言者を交えて検討をし，平成 21年 8 月に分かち合いの会「ここ

ろ つむぎの会」をスタートさせた。偶数月に開催している。 

（８） 高次脳機能障害「ぷらむ」鹿児島 

平成 16年 9 月に 6家族で，脳外傷「ぷらむ」鹿児島を設立。平成 19年 4 月

に高次脳機能障害「ぷらむ」鹿児島と名称を変更。家族・当事者交流会や「脳

トレ教室」，講演会の開催，会報誌の発行等を行っている。 
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８．精神医療審査会の審査に関する事務

  精神科病院に入院中の者や家族等からの退院や処遇改善の請求について，その請

求が適正であるか，また，医療保護入院の届出，措置入院者及び医療保護入院者に

係る定期病状報告書について，その入院の必要性を審査している。また，審査会専

用の電話を設置し，退院等請求者に対応している。 

（１）審査会開催状況 

   合議体審査会・・・２７回（９回×３合議体） 

    全体会・・・・・・新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止 

（２）退院等請求の審査状況推移                  （単位：件）

年度
措置入院者 

定期病状報告書 

医療保護入院者

入院届 

医療保護入院者

定期病状報告書 
計 

退院・処遇 

改善請求件数

退院・処遇 

改善請求 

審査件数

Ｈ２９ ２０ ２，５２４ １，６７９ ４，２２３ １５２ １０１

Ｈ３０ １４ ２，４４８ １，６０７ ４，０６９ １３１ ９０

Ｒ １ １７ ２，５４１ １，５６２ ４，１２０ １２８ ７８

Ｒ ２ ２０ ２，４８４ １，５７８ ４，０８２ １５０ ６８

Ｒ ３ ２７ ２，５８３ １，６５０ ４，２６０ １２３ ６９

９．自立支援医療費（精神通院）及び精神障害者保健福祉手帳の判定交付事務

   自立支援医療費（精神通院）の支給認定及び精神障害者保健福祉手帳の申請に対

する審査を行い，受給者証及び手帳の交付を行っている。

（１）自立支援医療費（精神通院）

①自立支援医療費（精神通院）申請承認件数推移       （単位：件） 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

申請件数 ２５，９３３ ２８，７０６ ２７，４５７

承認件数 ２５，９８７ ２８，６９７ ２７，４５３

-22-



②疾患名・年齢別自立支援受給者証交付者数（令和３年度） 

（単位:人） 
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（２）精神障害者保健福祉手帳所持者数推移

（単位：人，％）

年度 １級 ２級 ３級 計

Ｈ２４ 
２９２ ７,０２９ １,９６８

 ９,２８９ 
3.1 75.7 21.2

Ｈ２５ 
２８７ ７,２１１ ２,０４８

 ９,５４６ 
3.0 75.5 21.5

Ｈ２６ 
３０４ ７,８４８ ２,２８０

１０,４３２ 
2.9 75.2 21.9

Ｈ２７ 
３２３ ８，５３８ ２，５２９

１１，３９０ 
2.8 75.0 22.2

Ｈ２８ 
３４３ ８，８８０ ２，６０７

１１，８３０ 
2,9 75.1 22.0

Ｈ２９ 
３６４ ９，６９７ ２，７２６

１２，７８７ 
2.9 75.8 21.3

Ｈ３０ 
４５８ １０，１６３ ２，８０４

１３，４２５ 
3.4 75.7 20.9

Ｒ １ 
５７１ １０，５９９ ２，９２７

１４，０９７ 
4.1 75.2 20.7

Ｒ ２ 
５７４ １０，９６６ ２，９６２

１４，５３２ 
3.9 75.7 20.4

Ｒ ３ 
６１０ １１，７５０ ３，０６６

１５，４２６ 
3.9 76.2 19.9

※手帳の有効期限切れを除く，各年度末の所持者数を記載 

※上段は所持者数，下段は構成比 

精神障害者保健福祉手帳所持者数

0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000
12,000
14,000
16,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R  1 R  2 R  3

１級 ２級 ３級（人）
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10．高次脳機能障害者支援センター

 平成 20 年 9 月高次脳機能障害者への支援拠点機関として，精神保健福祉センタ

ー内に設置され，高次脳機能障害者支援員が高次脳機能障害者に対する専門的な相

談支援，関係機関との地域支援ネットワークの充実，関係者への研修等を行ってい

る。

   平成 30 年には協力医療機関の指定を開始し，現在は 34 医療機関ある。 

（１）来所相談 

  （来所相談延べ件数推移）               （単位：件） 

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

延べ件数 ９２ ７２ ５５ 

（２）電話相談 

  （電話相談延べ件数推移）               （単位：件） 

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

延べ件数 ４３０ ４６２ ４７１ 

（３）研修会の開催（詳細は，教育研修参照） 

○専門家研修・・・協力病院や高次脳機能障害者に関わる関係者などを対象に 

        センターと保健医療福祉圏域毎に開催している。 

○一般研修・・・・一般県民に高次脳機能障害を理解してもらうために実施。 

○ぷらむ鹿児島との共催による，子どもをもつ家族の交流会に参加。 

（４）センターだよりの作成 

センターの活動実績やトピックス等のまとめとして年 1回作成し，協力医療

機関や関係機関等に配布し，周知・広報に役立てている。 

（５）リーフレットの作成 

    支援者同士の連携につながり、適切な支援を受ける手助けになるよう 

   鹿児島県高次脳機能障害者連携支援ノート「わたしのノート」を作成。 
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11．自殺予防情報センター

   平成 21 年自殺対策を推進するため，精神保健福祉センター内に設置され，自殺

対策調整員が自殺に関する情報収集・分析，情報提供や自殺対策に関わる団体・人

材の育成，自死遺族等の支援を行っている。 

（１）来所相談 

（来所相談延べ件数推移）               （単位：件） 

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

延べ件数 ４ ４ ６

（２）電話相談 

（電話相談延べ件数推移）              （単位：件） 

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

延べ件数 ３８８ １０６３ １１４９

（３）研修会の開催 （詳細は，教育研修参照） 

本県が重点的に自殺対策を講じる必要がある課題は，「高齢者」，「生活

困窮者」，「被雇用者・勤め人」に加えて，死因の第 1位が自殺となってい

る「子ども・若者」や自殺未遂者などの「ハイリスク者」となっている。 

○「若年層支援者むけ研修会」を開催 

   内容①講話「精神疾患を抱えた親のいる家庭での子どもの育ち」 

  内容②取組紹介「一般社団法人 パーソナルサービス支援機構」 

○「自殺未遂者の支援者むけ研修会」を開催 

  内容①講話「自殺未遂者やその家族への支援について」 

～地域での体制を考える～ 
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